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第4回参加者数
地域の方14名、区職員5名、事務局3名　計22名

多くの方の参加をお待ちしております ！
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第     回 （仮称）花見堂複合施設活用推進ミーティングの報告４

　2020年1月26日（日）午前10時から約2時間、代
田南地区会館大会議室で、第4回（仮称）花見堂複
合施設活用推進ミーティングが開催されました。
　今回は「運営イメージのたたき台」をもとに、修
正点や今後の課題などについて、３つのテーブルに
わかれて意見交換をしました。
　参加者からは、「子どもが最優先」「多世代が集う
場としても大切」「運営や利用者の調整には地域住
民が関わることが大切」「フリースペースで地域の
人が出会えるのでとても大切」といった意見が出さ
れました。また、校庭にあった樹木や、代田南地区会
館で伐採した樹木を使ったワークショップを検討す
ることが合意されました。

第４回　活用推進ミーティング検討内容
●運営イメージのたたき台について意見交換
１　施設利用の理念（憲章）
・花見堂小学校が地域において果たしてきた子
どもが集う場としての役割、防災機能を含む 
地域コミュニティの拠点としての役割を継続
し、子どもから高齢者まで多世代が集う施設
をめざす。

２　複合施設利用の住民利用の考え方
・地域コミュニティ活動の継続
・活動団体に対する活用理念の徹底、活動団体
の施設運営への協力、地域の自主的な調整
・避難所運営委員会のかかわり方は今後整理す
る。

3　住民と世田谷区の協働による施設運営組織
の体制
・施設の管理（ハード含む）は区が行う。
・施設の利用に関する調整やイベントは、住民
と区の協働による施設運営会議体が行う。

４　施設運営組織の役割
・施設利用の団体の調整など

５　検討スケジュール
・2020 年度にプレ会議、ワークショップの企画

開催予定  ：  2020年5月頃から開始します
お知らせ ： 周辺地域の方への各戸配布とあわせ、ご希望の方には個別に

メールでご連絡します。
内　　容 ：  （1）施設運営組織のプレ会議
  （2）参加型ワークショップの検討



施設運営に関する主な意見

1 施設利用の理念 

2 施設の利用
 

３ 地域団体の利用
ルール

４運営組織のイメー
ジ 

５ 活動やイベント

６ その他全体に関わ
ること

・子どもが集う場→子どもが優先（地域が利用するといっても元々
は小学校であり、児童館であった）
・多世代が集う、高齢者の学習の場になる→集い、立ち寄れる
・「公共」とは誰でも使えること（地域だけではない）
・人のつながりが大切

＜児童館、大遊戯室＞
･子どもを優先させるルールが必要（児童館に来た子どもが使いた
い時はいつでも使える）
＜フリースペース＞
・地区会館の部屋にこもらずにフリースペースを活用したい。子ど
もの活動の様子がみえる、交流できる、お茶が飲める　など。
・出会いの場になる。ひとりで生活している高齢者も顔を出せる、
高齢者がこの場所で待ち合わせできる。「〇〇さんいるわ、ちょっ
と寄ってみよう」（ガラスから見えるのが良い）
･大きな子と小さな子の出会いがある。
・初めて来た子どもも、フリースペースがあると児童館にも入りや
すくなる。
・地区会館の活動（絵手紙やってますなど）お知らせ掲示板があり、
ふらっと来た人も参加出来るようになると良い。

･自分の団体だけでなく、全体で考えることが大切
･様々な活動を地域が応援でき、ここが地域の拠点となるように
・花見堂小を利用していた団体、代田南地区会館を利用している団
体、児童館を有効利用している団体との調整が必要。
・新しい団体の意識の共有が必要。

・関わる人：住民／スポーツ活動団体／文化活動団体／自治会／老
人会／社協／世田谷区　など。
・団体間の利用調整は地域でやらないといけない。ラグビーのよう
に地域がOne Teamになる。

・児童館まつりなど、定例のイベントとの調整が必要。
・新規開設時のイベント（伐採樹木活用のイベント）など。児童館
のお別れイベントとの調整が必要。

・災害対策、防災インフラとして非常用発電機は設置されないのか。
・施設の利用料金の整理が必要。

項目


